
春   
新
し
い

            
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

むらの人口 （平成 23 年 4 月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,278 人（-13）    男 : 4,535 人（-15）  女 : 4,743 人（+2）
 世帯数 : 3,233 世帯（-6）
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
多
く

の
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
被
災
地
の
み
な
さ
ま
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
村
に
寄
せ
ら
れ
た

　
　
義
援
金
は
約
１
７
８
０
万
円

　

宮
田
村
で
は
震
災
直
後
か
ら
義
援
金

の
受
付
を
開
始
し
、
４
月
5
日
現
在
、

１
７
８
８
万
１
６
８
３
円
の
義
援
金
が

村
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
預
か
り

し
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
し

て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
当
初
、
支
援
物
資
と
し
て
受
付

し
て
い
た
２
７
５
枚
の
毛
布
は
、
現
地

に
友
好
都
市
の
あ
る
駒
ヶ
根
市
を
通
じ

て
３
月
17
日
に
福
島
県
へ
、
３
月
29
日

に
は
タ
オ
ル
や
紙
お
む
つ
な
ど
が
、
県

を
通
じ
て
岩
手
県
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

※
現
在
、
物
資
の
受
付
け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

村
か
ら
も
職
員
を
派
遣

　

被
災
地
か
ら
の
要
請
を
受
け
宮
田
村

で
は
４
月
上
旬
か
ら
保
健
師
１
名
を
現

地
へ
派
遣
。
ま
た
、
伊
南
行
政
組
合
で

は
消
防
本
部
が
震
災
直
後
か
ら
緊
急
援

助
隊
を
現
在
ま
で
交
代
で
派
遣
、
昭
和

伊
南
総
合
病
院
で
も
災
害
支
援
ナ
ー
ス

を
派
遣
し
ま
し
た
。

多くの村民や団体のみなさんが役場を訪れています

なかなか暖かくならなかった今年の春です

が、そろそろ桜の季節。村内にもたくさん

のお花見スポットがあります。ゆっくり花

を眺めてみたいですね。

春。新しいスタートです―。
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宮
田
村
役
場
正
面
入
口
の
ロ

ビ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

村
民
会
館
、
宮
田
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
４
ヶ
所
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
受
付
は
平
日
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
休
日
・
時
間
外
は
役
場

宿
直
室
で
受
付
け
て
い
ま
す
）。

※
支
援
物
資
の
受
付
は
被
災
地

の
受
け
入
れ
が
整
う
ま
で
休
止

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
問
総
務
課 

総
務
係

☎
85 -

３
１
８
１

  

引
き
続
き

義
援
金
を
受
付
中

被災地へ村からも職員を派遣
東日本大震災

被災地へ送られた
支援物資
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宮
田
村
第
５
次
総
合
計
画
が

　
　
　
　
　

策
定
さ
れ
ま
し
た

　

村
の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
「
第
５
次
総
合
計
画
」
が
議
会
３
月
定
例
会
で
承
認

さ
れ
、
平
成
32
年
度
ま
で
10
年
間
の
計
画
が
こ
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
総
務
課 

企
画
情
報
係
☎
85-

３
１
８
１

　

計
画
案
の
作
成
に
は
、
む

ら
づ
く
り
委
員
会
（
20
人
・

小
野
章
委
員
長
）
を
は
じ
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
区
懇

談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
な
ど
を
通
し
て
村

の
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

豊
か
な
人
文
・
住
み
よ
い
宮
田

　
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
創
造
の
み
や
だ

　

先
人
が
守
り
育
ん
で
き
た

人
情
味
に
あ
ふ
れ
、
進
取
の

気
質
を
も
っ
た
住
民
性
と
、

豊
か
な
文
化
、
安
全
で
快
適

な
住
み
よ
い
環
境
を
受
け
継

ぎ
、
そ
れ
を
充
実
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
「
豊
か
な
人

文
・
住
み
よ
い
宮
田
」
を
村

の
将
来
像
と
し
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
自
然
環
境
や
人
と

人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な

計画の8つの柱
❶ 住民による参画と協働のむらづくり
❷ 効果的・効率的行財政運営によるむらづくり
❸ 安全・安心、快適、調和のむらづくり
❹ 地域資源の活用による豊かな産業のむらづくり
❺ 子どもが輝くむらづくり
❻ 人が集い、人が支える健康なむらづくり
❼ 学びと伝統のむらづくり
❽ 地域の情報化で世界と繋がるむらづくり

が
ら
、
さ
ら
な
る
福
祉
の
充

実
や
産
業
の
振
興
を
め
ざ
す

た
め
「
人
と
自
然
に
や
さ
し

い
創
造
の
み
や
だ
」
を
む
ら

づ
く
り
の
基
本
目
標
と
し
て

住
民
自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に

よ
り
、
地
域
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
協
働
の
む
ら
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

人
口
の
将
来
像

　

活
気
あ
る
む
ら
づ
く
り
に

は
人
口
の
増
加
が
必
要
で

す
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
日
本
の
人
口
は
減
少

状
況
に
あ
る
中
、
宮
田
村
の

将
来
人
口
推
計

※

は
、
増
加

率
は
低
い
も
の
の
増
加
傾
向

が
続
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
積
極
的
な
基
盤
整
備

の
推
進
や
子
育
て
支
援
、
高

齢
者
福
祉
の
充
実
な
ど
に
よ

り
将
来
人
口
９
５
０
０
人
を

人と自然にやさしい創造のみやだ

目
指
し
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
を
基
に
し
た

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
（
同
時
期

に
出
生
し
た
集
団
を
分
析
し
た

人
口
予
測
）
に
よ
る
。

実
現
の
た
め
の
８
つ
の
柱

　

こ
れ
ら
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
に
、
下
記
の
８
つ

の
施
策
の
柱
を
基
に
む
ら
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
配
布

説
明
会
も
開
催
し
ま
す

　

計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
３
月
末
に
配
布
し
ま
し

た
。
全
文
は
村
関
係
施
設
、

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
開
催
す
る

地
区
懇
談
会
で
、
住
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
説
明
し
ま
す
。
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村税 11 億 4508 万円

村民税、固定資産税など  32.8％ 

その他の自主財源 2 億 2708 万円

分担金及び負担金・使用料など  6.5％

繰越金 3000 万円

前年度からの繰越  0.9％

地方交付税 10 億 3000 万円

行政サービスの水準を一定に保つために

国から地方に交付されるお金　  29.5％ 

県支出金 1 億 5613 万円

県からの補助金  4.5％ 

国庫支出金 3 億 548 万円　

 国からの補助金  8.7％ 

村債 2 億 4000 万円

村の借金  6.9％ 

その他 2 億 5756 万円  7.3％

歳出

総務費 5 億 917 万円 14.6％ 

民生費 10 億 6591 万円

  福祉のための費用  30.5％ 

衛生費２億 4858 万円

  健診やごみ処理の費用  7.1％ 

公債費 4 億 1562 万円

借りたお金の返済金  11.9％ 

教育費 2 億 7172 万円  7.8％ 

消防費１億 3760 万円  3.9％ 

議会費 7713 万円　2.2％ 

土木費 3 億 4832 万円 10.0％ 

商工費 2 億 1162 万円  6.1％ 

農林水産業費 1億4670万円  4.2％ 

その他 予備費など 5942 万円　1.7％ 

歳入

重
点
施
策
別
に
み
る 

お
も
な
事
業

安心・安全・快適・調和の実現

地域資の活用による産業の活性化

子育て支援 健やかで心の通う福祉の充実

環境経営を目指すエコアクションの推進

・村道 17 号線改良工事【国道役場前交差点から JR 飯田線まで

  の歩道設置工事】　　　　　　　　　　　　    …　9,412 万円

・中学校トイレ改修工事 / 小学校トイレ改修設計  …     750 万円

・防火水槽設置　　　　　　　　　　　　　　  …     500 万円

・戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業【麦・大豆・蕎麦畑

  の耕作環境対策用水路改修ほか】                   …　2,799 万円

・空き店舗活用補助 / リフォーム補助【村内業者による住宅な

  どのリフォームに対する補助】　　　　　　　 …    190 万円

・緊急雇用創出事業 / ふるさと雇用再生特別事業  …  1,751 万円

・ベンチャー事業・新技術支援事業　　　　　　…    500 万円

・こども手当　　　　　　　　　　　　　 …　２億 3752 万円

・子育て支援相談事業　　　　　　　　　 …　         658 万円

・地域活動支援センター　　　　　　　　 …            352 万円

・保育園設計委託料　　　　　　　　　　 …          1,000 万円

・役場エコアクション 21 認証取得事業　　　　  …　  79 万円

・住宅用太陽光発電システム設置補助　　　　  …　210 万円

・生ごみ処理器設置補助　　　　　　　　　　   …　  20 万円

むらの新年度予算

一般会計 34 億 9179 万円を
　村民１人あたりにしてみると　　376,351円　　※平成23年4月1日の人口9,278人

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費

商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費

8,313 円 114,885 円54,879 円 26,792 円 15,811 円

22,808 円 37,542 円 14,830 円 29,286 円 44,796 円

公 債 費

特
別
会
計
・
企
業
会
計
あ
わ
せ

   

55
億
１
１
７
６
万
円

特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　

７
億
３
０
６
４
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

７
３
８
４
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　

６
億
５
１
２
２
万
円

企
業
会
計

■
下
水
道
事
業
会
計

・
公
共 

収
益
的
収
入

　
　
　
　

１
億
３
６
２
６
万
円

・
公
共 

資
本
的
収
入

　
　
　
　

１
億
６
７
５
３
万
円

・
農
集 

収
益
的
収
入

　
　
　
　
　
　

６
１
０
６
万
円

・
農
集 

資
本
的
収
入

　
　
　
　
　
　

４
０
１
９
万
円

■
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入

　
　
　
　

１
億
５
６
８
０
万
円

・
資
本
的
収
入

　
　
　
　
　
　
　

２
３
９
万
円

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

公
営
企
業
会
計
あ
わ
せ
て

55
億
１
１
７
６
万
円
（
前
年
度

比
△
０
・
４
㌫
）
と
な
り
ま
す
。

む
ら
の
新
年
度
予
算

　
34
億
９
１
７
９
万
円

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
34
億
９
１
７
９
万
１
千

円
。「
安
全
・
安
心
・
快
適
・
調
和
の
実
現
」、
「
地
域
資
源
活
用
に

よ
る
産
業
の
活
性
化
」、「
子
育
て
支
援

　
健
や
か
で
心
の
通
う
福
祉

の
充
実
」、「
環
境
経
営
を
目
指
す
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進
」
の
４

つ
を
重
点
施
策
と
し
て
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

１

２

３

４

繰入金 1 億 46 万円

基金（貯金）からの取り崩し  2.9％



広報 MIyada 6広報 MIyada7

宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎ 85-2314

老人福祉センター
☎ 85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

4/15 ～  新年度 春の特別企画①

4/22 ～  新年度 春の特別企画②

4/29 ～  新年度 春の特別企画③

5/ 6 ～  駐在所だより

5/13 ～  みやだむらをたべよう 春

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

くらしの情報 InformatIon

よろこび
小山　美

み さ き

咲ちゃん　　　　町３

良仁・恵美さん

齋藤　紅
く れ あ

愛ちゃん　　　　町２

望・祐里子さん

川手　桜
おうすけ

佑くん　　　　　町１

哲弘・美奈子さん

竹村　優
ゆ う か

花ちゃん　　　　町２

博・沙織さん

山本　心
こ は る

春ちゃん　　　　南割

正浩・瞳さん

小田切　百
も も か

花ちゃん　　　町３

卓雄・陽子さん

オチクボ　凛
り ひ と

翔くん　　　大原

ヒロユキ・美樹さん

伊藤　成
な る せ

世ちゃん　　　　新田

裕紀・香織さん

かなしみ

北林　軍之助さん　       83 歳

町２　明さん・父

福村　武さん　　　　    78 歳

町２　清さん・父

竹村　壽美さん　　　　 82 歳

大原　正志さん・母

橋本　孝志さん　　　　 67 歳

町３　聖さん・父

中谷　武保さん　　　　 89 歳

町１　俊治さん・父

平沢　ケサエさん　　　 77 歳

新田　康弘さん・母

４     april
 卯 月

今月の納税 など

固定資産税　第 1 期
　      納期限・振替日 5/2（月）

水道料・下水道使用料
今月は… 町１, 町２, 大田切
　大久保 , 中越 , つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
4/17（日）・5/15（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
4/27（水）・5/11（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

ご利用ください
宮田村民カード

　住民基本台帳カード（住基

カード）をお持ちであれば、住

民票の写し、印鑑登録証明書の

交付を全国のセブンイレブンで

受けられるようになりました。

　村ではこの住基カードに印鑑

登録証や図書カードなどの機能

を追加した「宮田村民カード」

として発行しています。

■カードをお持ちの方へ

　セブンイレブンで証明書の発

行を受ける際、初期に発行され

たカードの一部で読み取りにく

いものがあります。この場合、

カードを読み取り機の右下隅に

置いて、再操作をしてください。

それでも読み取りができない場

合は、カードを無料で交換いた

しますので、お手数ですが運転

免許証など本人確認できる書類

をご持参のうえ、住民係窓口ま

でお越しください。

■村民カードの発行

　役場窓口で発行しています。

　手続きは次のとおりです。

■本人が申請する場合

①本人確認ができる書類（運転

　免許証やパスポートなど公的

　機関が発行した顔写真付きの

　もの）

②あわせて印鑑登録をしたい場

　合は登録する印鑑

③既に印鑑登録をされている方

　は印鑑登録証（緑色のカード）

　と登録印

※当日発行できます。

■代理の方が申請する場合

①登録する（または既に登録さ

　れている）印鑑

②代理の方の印鑑

③既に印鑑登録をされている方

　は印鑑登録証（緑色のカード）

※申請後、ご本人あてに照会書

　を送付します。本人記入・押

　印のうえ照会書と登録印を役

　場孫口へご持参後の発行とな

　ります。

■カード発行の手数料

　300 円　※ただし紛失による

　再発行の場合は 1,000 円

※先月号の発行手続きの説明が不十分

でご迷惑をおかけしたことをお詫び

し、今回補足説明をさせて頂きました。

問住民課 住民係

　☎８５－３１８３

行政相談委員に
   　川手三平さん

　宮田村の行政相談委員として

川手三平さん（町２）が、総務

大臣から委嘱されました。行政

相談とは、国の役所などが行

なっている仕事に関する苦情や

意見・要望をお聴きして、解決

や実現を図る身近な窓口が行政

相談委員です。奇数月の第３日

曜日に「なごみ家」で開催され

る相談会のほか、自宅などでも

相談に応じますのでお気軽にご

相談ください。なお、相談は無

料で秘密は守られます。

問総務課 総務係

　　　　　　☎８５－３１８１

『ごみ袋購入チケット』
  未使用分を回収します

　使われなかったごみ袋購入チ

ケットを回収します。ごみ袋の

不必要な購入を抑え、ごみの減

量化を目指すともに、子どもた

ちにも環境学習と実践に取り組

む姿勢を培うことを目的にして

います。

■回収のするチケット

　平成 22 年度用チケット

■回収方法

①小学生のいる家庭は、児童会

　やPTAの活動としてを回収。

　また、児童のいない家庭も、

　児童のいる家庭に届けるなど

　活動に協力をお願いします。

②役場・村民会館・老人福祉セ

　ンターに設置してある『回収

　ボックス』へ入れてください。

■集めたチケットは？

　集めたチケットの枚数により

上伊那広域連合から小学校へ奨

励金が交付され児童会活動など

に活用されます。

問住民課  環境係

　　　　　   ☎８５－５８６１

危険物取扱者試験

■試験日・会場

　６月  5 日（日）　長野市

　６月 12 日（日）　松本市

　６月 19 日（日）　上田市

　６月 26 日（日）　南箕輪村

■種類

　甲種・乙種全類・丙種

■願書受付期間

　４月 11 日～４月 22 日

　（願書は消防署にあります）

問北消防署   ☎８１－０１１９

５月５日～ 11 日は
   児童福祉週間です

『おいでおいで

     みんなで一緒に遊ぼうよ』

( 平成 23 年度児童福祉週間標語 )

　子どもの日から１週間は児童

福祉週間です。この機会に子ど

もの健やかな成長を、地域みん

なで考えてみましょう。

問教育委員会こども室

　　　　　   ☎８５－２３１４

高齢者の権利擁護相談

　今年度も高齢者を対象とした

司法書士による無料権利擁護相

談日を開催します。

　成年後見制度、権利擁護事業、

虐待防止活動、消費者問題など

を中心とした相談会で、今年度

は毎月第３火曜日（８・３月は

第２）に開催します。

■開催日時

　４/19・５/17・６/21・７/19

　８/9・９/20・10/18・11/15

　12/20・１/17・２/21・３/13

　※時間は毎回午後３時～５時

■事前の予約

　　相談をスムーズに行うため、

　事前に相談内容を把握してい

　ます。相談をご希望の方は１

　週間ほど前までに下記へご連

　絡ください。

問福祉課 福祉係（老人福祉セン

　ター内）　☎８５－４１２８

こまゆき荘
営業時間変更のお知らせ

　東日本大震災の影響により燃

料の流通が不安定なため、営業

時間などを変更し、次のとおり

とさせていただきます。

■休業日

　当面の間 毎週火曜日（祝祭日除く）

■営業時間

　午前８時～午後８時（入館）

問産業課 農政係

　　　　　   ☎８５－５８６４

会員募集
宮田村交流協会

　交流協会は宮田村と国内、国

外の地域との交流を促進し、魅

力ある地域づくりを推進するこ

とを目的とした会です。

　友好都市田原市との交流な

ど、交流事業を行う団体への協

力を行っています。年会費は

1,000 円。また賛助会員として

法人での入会もできます。多く

のみなさまの入会をお待ちして

います。

問総務課 企画情報係

　　　　　  ☎８５‐３１８１

行政相談委員に委嘱された

川手三平さん（町２）
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康
福 祉
健

福祉課 福祉係 /保健予防係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

 高齢者元気サロン
    4 月 19 日（火）9:30 ～
    4 月 26 日（火）9:30 ～
    5 月 10 日（火）9:30 ～
 高齢者転倒予防教室
    4 月 15 日（金）9:30 ～
    5 月  6 日（金）9:30 ～

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター
　

4 月 28 日（木） ・ 5 月 12 日（木）９:30 ～
　

     ※心身の疲れを開放し癒しましょう

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者閉じこもり予防教室
4 月 20 日（水） 9:30 ～
5 月 11 日（水） 9:30 ～

    5 月 18 日（水）9:30 ～

  認知症家族会 　 会場：老人福祉センター
　5 月 19 日（木）9:30 ～
   ※認知症の介護のことを語りましょう。ぜひご参加を！

こまちや東内科クリニック（内小） 駒：81-7780

須田医院（内）　　　　駒：81-5050

座光寺内科医院（内小） 駒：83-3222

東伊那すこやかクリニック（内小） 駒：83-4024

木下医院（内小）　　   駒：82-3712

下平けやき診療所（内小） 駒：81-6303

花の道クリニック（内胃） 駒：81-8171

北原医院（内）　　　　宮：85-2214

前沢病院（内外眼）　　駒：83-2151

 4/17

 4/24

 4/29

 5/ 1

 5/ 3

 5/ 4

 5/ 5

 5/ 8

 5/15

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  4/16 ～ 5/15

■母と子　相談・健診など

７ヶ月育児相談    4/20（水）午前 9:15

対象：H22 年 9 月生まれ

２歳育児相談       4/22（金）午後 12:30

対象：H21 年 1 ～ 3 月生まれ

５ヶ月児離乳食実習　5/12（木）午前 9:15

対象：H22 年 12 月生まれ

ママの部屋（母乳・子育て・離乳食相談） 

　　　　   4/28（木）・5/12（木）午前 9:00

　　　　　　　 ※母乳相談・離乳食相談は 4/28 のみ

対象：どなたでも（母乳・子育て相談は要予約）

うぶごえ講座       4/20（水）午前 9:30

■予防接種

ポリオ      4/19（火）・5/10（火） 午後 12:30

対象：該当児

bcg         4/19（火）・5/10（火） 午後 1:00

対象：該当児

■成人　相談・健診など

健康相談　　　4/28（木）・5/12（木）午前 9:00 

※指定のあるものを除き、会場はすべて　  

　老人福祉センターです。

Health ＆Welfare
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3
月
3
日
、
バ
ラ
の
花
の
巻
き
寿
司

を
作
り
ま
し
た
。
バ
ラ
の
花
は
、
薄
焼

き
卵
に
紅
し
ょ
う
が
を
散
ら
し
、
く
る

く
る
巻
い
て
、
ほ
う
れ
ん
草
を
添
え
て

巻
き
ま
す
。
切
る
と
黄
色
の
バ
ラ
の 

花
が
浮
き
出
ま
す
。
き
れ
い
で
美
味
し

  高齢者権利擁護相談
    5 月 17 日（火） 15:00 ～
　    ※１週間前までに要予約

● 

お
知
ら
せ 

● 

　

辰
野
恒
雄
先
生
の
子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

日
時　
　

4
月
18
日(

月)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

今
年
度
も
毎
月
第
3
月
曜
日
に
行
い

ま
す
。
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
た

り
、
自
分
の
こ
と
を
話
し
に
来
ま
せ

ん
か
。

　

手
芸
の
日 

日
時　

4
月
20
日
（
水
）
午
前
9
時
30
分
～

　

バ
ッ
ク
や
、
ね
こ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

草
も
ち
作
り 

日
時　

4
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
～

　

春
の
香
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
材

料
費

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
な
ご
み
家
ま

で
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

　

童
謡
の
会

日
時　

4
月
27
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～ 

　

楽
し
く
歌
う
会
で
す
。
皆
様
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　

き
ら
り
あ
相
談
日 

日
時　

5
月
2
日
（
月
）
午
後
3
時
～

　

上
伊
那
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
ら
り
あ
」
か
ら
相
談
員

さ
ん
が
来
ま
す
。

　

陶
芸

日
時　

5
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

　

カ
ッ
プ
や
湯
の
み
な
ど
作
っ
て
い

ま
す
。

が
足
首
、
足
の
甲
、
ア
キ
レ
ス
腱
の
つ
け

根
の
部
分
、
膝
、
肘
、
手
の
関
節
な
ど
に

現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

酸
性
食
品
を
控
え
ア
ル
カ
リ
食
品
を

　

尿
が
酸
性
に
傾
く
と
、
尿
酸
の
結
晶
化

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
尿
酸
が
少

し
で
も
体
外
に
排
泄
さ
れ
や
す
い
よ
う
、

酸
性
食
品
を
控
え
、
ア
ル
カ
リ
性
食
品
を

多
く
と
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
痛
風
の
時

痛
み
が
治
ま
っ
て
も
放
置
す
る
と
再
発

　

最
初
に
症
状
が
起
こ
る
の
は
、
足
の
親

指
の
つ
け
根
付
近
。
夜
間
に
激
し
い
痛
み

が
起
こ
り
、
歩
け
な
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど

い
と
き
に
は
靴
下
さ
え
は
け
な
い
状
態
に

な
っ
た
り
ま
す
。
は
じ
め
て
の
発
作
は
、

通
常
１
～
２
週
間
程
度
で
自
然
に
お
さ
ま

り
ま
す
が
、
治
療
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る

と
再
発
を
繰
り
返
し
、
尿
管
結
石
や
腎
機

能
が
低
下
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
痛
み

　

痛
風
っ
て
？

の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ア
ル
カ
リ
性

食
品
は
、
野
菜
（
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
に

ん
じ
ん
）、
海
藻
（
ひ
じ
き
、
昆
布
、
も

ず
く
）、
こ
ん
に
ゃ
く
、
し
じ
み
、
豆
腐
、

牛
乳
な
ど
。逆
に
控
え
た
い
酸
性
食
品
は
、

干
物
、
魚
卵
類
、
内
蔵
類
、
エ
ビ
、
イ
カ

な
ど
で
す
。

痛
風
改
善
の
た
め
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

①
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
限
し
て
、
肥
満
を

　

解
消
す
る
努
力
を
。

　

※
１
日
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
体
重
１

　

㌔
あ
た
り
25
～
30
㌔
カ
ロ
リ
ー
ま
で
を

　

目
安
に
。
た
と
え
ば
体
重
60
㌔
の
人
な

　

ら
、
１
日
１
５
０
０
～
１
８
０
０
㌔
カ

　

ロ
リ
ー
ま
で
。

②
ア
ル
カ
リ
性
の
食
品
を
積
極
的
に
と

　

る
。

③
尿
量
を
増
や
す
た
め
水
分
補
給
は
た
っ

　

ぷ
り
と
（
１
日
２
㍑
程
度
）。

④
適
度
に
運
動
。
有
酸
素
運
動
に
は
尿
酸

　

値
を
下
げ
る
働
き
が
あ
る
。

中
高
年
の
男
性
は
要
注
意
！

　

痛
風
は
美
食
に
よ
る
過
度
な
高
脂
肪
、

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
食
生
活
や
運
動
不
足
、

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
な
ど
が
原
因
と
な
り
ま

す
。
特
に
40
～
50
代
の
男
性
患
者
が
圧
倒

的
に
多
く
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。
食
生
活
や
生
活
習
慣
に
起
因
す

る
も
の
以
外
に
、
体
質
的
に
尿
酸
の
高
い

人
も
い
ま
す
か
ら
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
健
康
診
断
で
尿
酸
値
の

異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
放
置
せ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

き
れ
い
に
出
来
ま
し
た

い
巻
き
寿
司
の

出
来
上
が
り
。

皆
さ
ん
自
分
の

巻
き
寿
司
を
作

り
、
お
昼
に
い

た
だ
き
ま
し

た
。

　

み
そ
炊
き 

　

3
月
10
日
、
梅
の
里
み
そ
グ
ル
ー
プ

の
方
た
ち
に
協

力
し
て
い
た
だ

き
、
み
そ
炊
き

を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た

子
ど
も
さ
ん
た

ち
も
、
「
美
味

し
い
み
そ
に

な
ー
れ
」
と
お
手
伝
い
。
7
月
に
天
地

返
し
を
し
て
、
12
月
頃
、
手
作
り
み
そ

の
試
食
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り 

　

3
月
24
日
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
を
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
先
日
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
、
町
2
区
の
福
村
武
さ
ん
か

ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
や
り
方
で
作
り

ま
し
た
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
を
み
る
の
も

初
め
て
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。
春
休

み
の
小
学
生
の
参
加
も
あ
り
、
手
作
り

コ
ン
ニ
ャ
ク
が
出
来

ま
し
た
。
福
村
さ
ん

美
味
し
い
コ
ン
ニ
ャ

ク
が
出
来
ま
し
た

よ
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

痛
風
は
、
体
の
中
に
尿
酸
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
細
胞
成
分
の
燃
え
か

す
）
が
過
剰
に
蓄
積
さ
れ
る
た
め
に
起
こ
る
病
気
で
す
。
血
液
中
で

溶
け
き
れ
な
く
な
っ
た
尿
酸
が
結
晶
と
な
り
、
関
節
部
位
に
沈
着
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
局
所
の
組
織
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

 お知らせ　

■毎月 19 日は「食育の日」

みんなでやろう！ 朝食抜き０％！
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宮
田
村
の
新
名
物
「
天
使
の
つ
む
じ
」
の
仕
掛
け
人
、
商
工
会
青
年

部
前
部
長
の
平
澤
賢
司
さ
ん
（
町
3
）
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

むらの話題と出来事

topics  むらの話題と出来事

広報 MIyada 10広報 MIyada11

３月で商工会青年部を引退

し「消防、青年部といい時

期 (?) をずっとその活動に

費やしてきちゃったから、

しばらくは家庭サービスで

す」と平澤さん。「でもいい

経験させてもらいました」。

　

お
か
げ
さ
ま
で
発
売
当
日
は
１
５
０
本
、
そ
の
後
も
順
調
に
売
れ
て

い
て
率
直
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ

て
、
一
生
懸
命
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
梅
樹
祭（
中
学
校
の
文
化
祭
）に
ど
ん
ぶ
り
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
呼
ば
れ
、
中
学
生
が
紫
輝
彩
丼
に
刺
激
を
受
け
て
作
っ
た
と
い

う
宮
田
と
う
ふ
の
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
食
べ
ま
し
た
。
こ
れ
が
美
味

し
く
て
ね
。
こ
の
子
た
ち
が
宮
田
の
名
物
に
と
考
え
た
こ
の
ス
イ
ー
ツ

を
、
こ
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
そ
の
時
か
ら
ず
っ
と

思
っ
て
て
。
部
長
に
な
っ
た
時
に
ぜ
ひ
商
品
化
し
よ
う
っ
て
提
案
し
た

ん
で
す
。
そ
の
時
の
中
学
生
７
人
が
快
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

く
れ
て
ね
。
ほ
ら
、な
に
せ
こ
っ
ち
は
オ
ッ
サ
ン
感
覚
だ
か
ら
、
ス
イ
ー

み
ん
な
の
夢
が
つ
ま
っ
た 

ド
リ
ー
ム
ス
イ
ー
ツ
で
す

Interview

も
　　　　　　　   中学生が村への提言  ３月４日

っと素敵な宮田村にするために

ツ
の
開
発
に
は
彼
女
た
ち
若
者
の
力
が
大

き
か
っ
た
で
す
ね
。
３
月
末
の
解
散
式
の

時
に
「
当
時
考
え
た
も
の
が
、
ま
さ
か
本

当
に
商
品
に
な
っ
て
売
ら
れ
て
い
る
な
ん

て
夢
み
た
い
」
っ
て
感
想
を
語
っ
て
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
よ
。

　

み
ん
な
の
夢
が
つ
な
が
り
、
村
の
新
名

物
と
し
て
自
慢
で
き
る
、
美
味
し
い
ス

イ
ー
ツ
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
！

   　　　商工会青年部 前部長

            平澤 賢司 さん

天
　        新しい名物とうふスイーツ発売   ３月 13 日

使の味！夢のスイーツ誕生！
宮田村の新名物「天使のつむじ」。平成 18 年、宮田中の生

徒たちが考えた宮田とうふ入りのレアチーズケーキを商品化

するために、一昨年、商工会青年部と当時の中学生たちがプ

ロジェクトチームを結成。村の子どもたちにアイディアを

募ったり、試食してもらったりしながら完成した、まさに子

どもたちの夢がいっぱいつまった宮田村の新名物スイーツの

誕生です。　　　　【関連記事：「人」ちょっとインタビュー】

▲いつまでも仲間！“あめつちとともに”の石碑の前で

記念撮影。みんないい顔しています！㊤ 在校生が見守

る中、卒業証書を受け取る卒業生㊦（中学校） ▲お世話

になった先生に激励され学び舎をあとに（小学校）

▲手づくりのボードを掲げ、村長らに提言する中学生

巣
　　　　　      　　　小中学卒業式  ３月 16 日・17 日

立ちの時 自己をみつめて大空へ―。
平成 22 年度の卒業証書授与式が 16 日に中学校で、17 日に小

学校で行われ、卒業生（中学校 103 人・小学校 117 人）が思

い出の学び舎をあとにしました。４月から新しい環境で、新し

いスタートするみなさん。ここで過ごしたかけがえのない一瞬

一瞬を胸に、これからもそれぞれの“今”を心に刻んでいって

くださいね！

宮田中学校３年２組が、３年間クラスで取り組んできた

宮田村についての学習の成果として行いました。村長を

はじめ村の理事者、各担当課長らを前に、村をアピール

する看板の設置や村産野菜販売へのキャラクター活用、

村をあげての環境美化活動などを提言しました。

▲地元産とうふを使ったレアチーズロール

“天使のつむじ” ▲ 発売時間にあわせ大勢

の人が買い求めました㊧ 商品化のきっか

けをつくった宮田中学校のＯＧたち㊨
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公 表

■ 人件費の状況（H21 年度普通会計決算）

住民基本

台帳人口

（21 年度末）

歳出額

　　A
実質収支

人件費

　　B

人件費率

　  B/A

前 年 度 の

人件費率

9,310 人

40 億

5,607 万

8 千円

1 億

650 万

5 千円

7 億

4,235 万

2 千円

18.1％ 22.8％

■ 職員給与費の状況（H21 年度普通会計決算）

職員数

　　A

給与費 一人あた

りの給与

費　B/A給料 職員手当
期末勤勉

手当
計  B

83 人

3 億

1,850 万

9 千円

3,646 万

9 千円

１億

1,840 万

9 千円

4 億

7,338 万

7 千円

564 万

1 千円

■ ラスパイレス指数（各年４月１日現在）

H22 H21 H20 H19 H18 H17

97.5％ 96.3％ 96.1％ 93.9％ 95.1％ 91.1％

※国家公務員の給与水準を 100 とした場合の宮田村の給与水準

■ 職員の平均年齢、平均給料・給与月額の状況（H21 年４月１日現在）

区

分

一般行政職 技能労務職

平均年齢
平均給料

月額

平均給与

（手当含む）

月額

平均年齢
平均給料

月額

平均給与

（手当含む）

月額

宮

田

村

45.8 歳
348,300

円

407,026

円  
45.3 歳

301,100

円

315,789

円

長

野

県

45.6 歳
352,827

円

418,807

円
50.8 歳

309,211

円

341,044

円

■ 職員の初任給の状況（H22 年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒

宮田村 172,200 円 140,100 円 140,100 円

長野県 175,600 円 142,300 円 137,200 円

■ 一般行政職の級別職員数の状況（H22 年４月１日）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的な

職務内容
書記 主事

主査

主任

係長

主幹

課長

課長補佐
課長

職員数 2 人 0 人 15 人 24 人 3 人 4 人

比率 4.2％ 0％ 31.2％ 50.0％ 6.3％ 8.3％

■ 職員の手当の状況 ①期末勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 一人あたりの支給額

宮田村 2.75 月分 1.40 月分 1,520,000 円

長野県 2.50 月分 1.30 月分 1,538,000 円

■ 職員の手当の状況 ②退職手当

区 分
勤続

20 年

勤続

25 年

勤続

35 年

最高

限度額

一人あたり

平均支給額 

自己都合
23.50

　月分

33.50

　月分

47.50

　月分

59.28

　月分
―

勧奨・定年
30.55

　月分

41.34

　月分

59.28

　月分

59.28

　月分
25,943,000 円

※平均支給額は平成 21 年度に退職した職員の平均額

■ 特別職の報酬等の状況 （H22 年４月１日現在）

区 分 給料月額 退職手当 報酬月額

村   長 643,800 円 15,628,000 円 議   長 263,150 円

副村長 552,600 円 7,663,000 円 副議長 203,300 円

教育長 478,800 円 4,852,000 円 議   員 182,400 円

期末手当 ６月期 1.45 月分　12 月期 1.60 月分　　計 3.05 月分

※給料、報酬月額は村長 13％、副村長、教育長 10％、議長、副議

　長及び議員は 5％の減額措置を行っています。

※退職手当は４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき

　１期（４年＝ 48 月）務めた場合における退職手当の見込み額

■ 部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

区 分
職員数

対前年増減
H21 H22

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 2 2

総務 15 15

税務 4 4

民生 27 27

衛生 8 8

労働

農林 4 5 1

商工 2 2

土木 4 4

小計 66 67 1

教育部門 17 17

小計 83 84 1

公営企業等

会計部門

水道 4 4

下水道 2 2

その他 4 4

小計 10 10

合　計

[　] 内は条例の定数の合計

93

[102]

94

[102]
1

publication

村職員の給与と職員数
宮田村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に

基づきお知らせします。

※詳細は宮田村公式ホームページでご覧いただけます。　問総務課 総務係☎ 85-3181　
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平
成
23
年
度
予
算
な
ど

24
議
案
を
可
決

３月定例会
平成 23 年 第 1 回議会

　平成 23 年第１回議会定

例会は、３月８日から 18

日までの 11 日間の会期で

開催され条例の改正案、補

正予算案、意見書など 24

議案が提案され、いずれも

原案どおり可決されまし

た。提案された議案の内容

は次のとおりです。

城
倉
栄
治 

議
員

・
職
員
管
理
に
つ
い
て

・
宮
田
本
陣
旧
新
井
家
住
宅
等
保
存
活
用

　

計
画
に
つ
い
て

小
田
切
敏
明 

議
員

・
平
成
23
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

・
村
の
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て

春
日　

元 

議
員

・
子
育
て
支
援
、
健
や
か
で
心
の
通
う
福

　

祉
の
充
実
に
つ
い
て

宮
井　

訓 

議
員

・
通
学
路
、
歩
道
設
置
等
に
つ
い
て

・
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
る
成
長
と
教
育

　

に
つ
い
て

田
中
一
男 

議
員

・
国
道
１
５
３
号
線
バ
イ
パ
ス
問
題
に
つ

　

い
て

・
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て

清
水
正
康 

議
員

・
買
い
物
弱
者
に
つ
い
て

・
子
供
た
ち
の
体
力
に
つ
い
て

・
職
員
雇
用
に
つ
い
て

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
つ
い
て

久
保
田
秀
男 

議
員

・
駅
前
周
辺
の
現
状
と
今
後
の
整
備
、
再

　

生
土
地
利
用
に
つ
い
て

・
認
知
症
に
対
す
る
地
域
的
取
り
組
み
に

　

つ
い
て

加
藤
恭
一 

議
員

・
宮
田
村
の
人
口
増
加
施
策
に
つ
い
て

・
協
働
の
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て

・
除
雪
対
策
に
つ
い
て

牧
田
茂
成 

議
員

・
西
山
山
麓
の
自
然
災
害
対
策
と
里
山
、

　

林
道
整
備
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
村
道
北
割
線
の
通
学
路
、
歩
道
の
整
備

　

と
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

　

交
渉
参
加
に
対
す
る
自
治
体
と
し
て
の

　

考
え
方
に
つ
い
て

主
な
内
容

　

国
県
支
出
金
な
ど
を
含
め
事
業
費
の
確

定
し
た
も
の
、
上
伊
那
広
域
連
合
及
び
伊

南
行
政
組
合
の
負
担
金
の
確
定
に
よ
る
も

の
、
寄
付
金
の
予
算
化
及
び
村
税
の
現
時

点
で
の
歳
入
見
込
に
よ
る
法
人
住
民
税
の

減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
22
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
第
４
号
）

　

補
正
額　
　
　
　
　

△
２
５
６
０
万
円

　

補
正
後
の
額 

７
億
３
３
０
９
万
５
千
円

主
な
内
容

　

国
保
事
務
及
び
国
保
税
賦
課
徴
収
等
に

か
か
る
電
算
修
理
シ
ス
テ
ム
や
、
一
般
・

退
職
被
保
険
者
に
係
わ
る
療
養
給
付
費
等

の
伸
び
が
推
計
以
下
に
推
移
す
る
見
込
か

ら
減
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成
22
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

　

補
正
額　
　
　

△
３
９
０
０
万
３
千
円

　

補
正
後
の
額 

６
億
３
２
２
３
万
１
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
（
第
２
号
）

　

補
正
額　
　
　
　
　
　
　

45
万
８
千
円

　

補
正
後
の
額　
　

７
５
２
０
万
１
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計

（
第
２
号
）

　

補
正
額

　
　

収
益
的
収
支　

△
８
２
６
万
６
千
円

　
　

資
本
的
収
支　
　
　
　

３
万
５
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
（
第

３
号
）

　

補
正
額　
　

　
　

資
本
的
収
支　

６
４
６
８
万
７
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
（
第
10
号
）

　

補
正
額　
　
　
　
　

７
８
０
万
１
千
円

　

補
正
後
の
額 

40
億
１
６
１
３
万
４
千
円

主
な
内
容

　

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
の
決

定
に
よ
る
歳
入
増
、
ま
た
、
歳
出
で
は

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
義
援
金

２
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

予 

算

平
成
23
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
予
算

　

予
算
額　
　

34
億
９
１
７
９
万
１
千
円

平
成
23
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

　

予
算
額　
　

７
億
３
０
６
４
万
８
千
円

平
成
23
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

　

予
算
額　
　

６
億
５
１
２
２
万
１
千
円

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

　

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定

　

第
４
次
総
合
計
画
が
平
成
22
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
基
本
構
想
並
び
に
平
成

23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
前
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

国
土
利
用
計
画
の
策
定

　

総
合
計
画
の
目
標
年
次
と
ず
れ
が
あ
っ

た
た
め
、
今
回
宮
田
村
第
５
次
総
合
計
画

の
策
定
と
併
せ
、
計
画
期
間
を
10
年
間
、

目
標
年
次
を
平
成
32
年
と
す
る
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

宮
田
村
多
目
的
研
修
集
会
施
設
文
化
会

館
ほ
か
16
の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

条 

例
・
規 

約

宮
田
村
就
園
・
就
学
支
援
委
員
会
条
例
の

制
定

　

宮
田
村
就
園
・
就
学
支
援
委
員
会
の
委

員
の
任
期
が
平
成
23
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
満
了
す
る
た
め
、
宮
田
村
就
園
・
就
学

支
援
委
員
会
規
則
を
廃
止
し
、
宮
田
村
就

園
・
就
学
支
援
委
員
会
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

常
勤
特
別
職
の
給
与
、
議
会
議
員
の
報

酬
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で
、
平
成

23
年
度
も
引
き
続
き
村
長
13
％
、副
村
長
・

教
育
長
と
も
に
10
％
、
議
会
議
員
５
％
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
支
え
合
い
拠
点
施
設
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
交
付

金
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
、
南
割
・
大

田
切
・
大
久
保
・
中
越
・
大
原
各
区
と
事

業
決
定
を
受
け
た
つ
つ
じ
が
丘
区
の
６
施

設
を
高
齢
者
支
え
合
い
拠
点
施
設
と
し

て
、
条
例
で
管
理
す
る
施
設
に
加
え
る
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
、
育
児
休
業
対
象
者
の
拡
大
及

び
取
得
に
係
わ
る
特
別
な
事
情
の
追
加
に

つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
予
算

平
成
22
年
度
宮
田
村
一
般
会
計（
第
９
号
）

　

補
正
額　
　
　

△
１
５
９
９
万
３
千
円

　

補
正
後
の
額　

40
億
８
３
３
万
３
千
円

　

予
算
額　
　
　
　

７
３
８
４
万
８
千
円

平
成
23
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
予

算
　

予
算
額　
　

　
　

公
共
下
水
道
収
益　

１
億
１
２
４
万
５
千
円

　
　

農
業
集
落
排
水
収
益  

６
１
０
３
万
１
千
円

平
成
23
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
予
算

　

予
算
額　
　

　
　

水
道
事
業
収
益 

１
億
５
４
７
９
万
３
千
円

　

意 

見 

書

「
脳
損
傷
者
支
援
法
」（
仮
称
）
の
速
や
か

な
る
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

※
一
般
質
問
の
詳
細
と
村
の
答
弁
は
会
議

録
が
で
き
ま
し
た
ら
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

赤
羽　

正 

議
員

・
平
成
23
年
度
予
算
案
の
財
政
健
全
度
に

　

つ
い
て

・
買
い
物
弱
者
対
策
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
に
つ
い
て

天
野
早
人 

議
員

・
中
央
保
育
園
の
廃
止
案
に
関
わ
る
諸
問

　

題
に
つ
い
て

議
会
広
報
編
集
委
員
会
よ
り

●
●
●

　
お
知
ら
せ
　
●
●
●

　

議
会
で
は
こ
の
ほ
ど
「
議
会
広
報
」

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
表
紙
の
写
真
を
募

集
い
た
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
等
は

役
場
「
議
会
事
務
局
」
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
多
く
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



広報 MIyada 1617

ワインカレンダー Vol. 41

信州みやだワイン

　

３
月
の
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
今
年
度
の
締
め
く
く
り
と

し
て
終
了
試
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な

い
方
も
あ
り
、
参
加
者
は
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
5
人
、
ベ
ー

シ
ッ
ク
７
人
と
若
干
少
な
い
人

数
で
し
た
が
、
見
事
全
員
が
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
年
間
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
学
ん

で
き
た
成
果
を
出
す
事
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
１
年
目
の

ベ
ー
シ
ッ
ク
の
受
講
者
は
、
４

月
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
よ
り

深
い
ワ
イ
ン
知
識
を
学
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
２
年
間

の
受
講
を
終
え
た
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
み
な
さ
ん
は
、
「
ワ

イ
ン
大
使
」
の
認
証
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
４
年
目
の
ワ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
講
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
方
に
参
加
を
し
て

い
た
だ
き
、
ワ
イ
ン
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
、
ワ
イ
ン
を
楽
し

み
、
ワ
イ
ン
文
化
を
広
め
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

紫
輝
に
乾
杯
！

ワインセミナー

         　修了式

　テレビの不法投棄が増えています。今年 7 月にアナログ放送が

終了するので、地上デジタル放送対応テレビへの買い替えが進んで

いることが要因と考えられています。

　テレビの不法投棄は、景観を損なうだけではなく、しみ出した重

金属などの有害物質により、土壌汚染など環境にも大きな影響を与

えます。

32 テレビ等の
　  　不法投棄防止キャンペーン実施中！

ecology

シリーズ 環境を考える

    

ざ
く
ろ
の
会

                  

沼
野 

敏
子 

グループ
活動めぐり

（7）

　

平
成
13
年
11
月
、
公
民
館
活
動

の
一
環
と
し
て
、
伊
那
市
富
県
の

伊
藤
恒
良
先
生
に
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
そ
の
後
全
員
の
希
望
で
同

好
会
と
し
て
引
き
続
き
先
生
に
指

導
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
「
ざ

く
ろ
の
会
」
と
し
て
月
１
回
そ
れ

ぞ
れ
に
お
花
や
果
物
、
野
菜
等
を

持
ち
寄
り
、
お
稽
古
を
重
ね
て
10

年
目
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
絵
手
紙
は
先
生
か
ら
「
下
手

で
い
い
」
と
ご
指
導
い
た
だ
き
、

観
た
ま
ま
を
自
由
に
書
く
こ
と
で

表
現
す
る
こ
と
が
出
来
、
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
先
生
の
都
合
で
指
導

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
次
の
先

生
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
取
り
敢
え

ず
皆
の
熱
意
と
希
望
で
自
主
活
動

を
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
時
に
は
温
泉
や
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
楽
し
み
に
続
け
て
い
ま

す
。
毎
年
宮
田
村
の
文
化
祭
に
作

品
を
出
品
し
、
12
月
に
は
１
年
の

し
め
く
く
り
と
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
会
員

10
人
で
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。

（
次
回
＝
お
や
じ
塾
）

　

入
所
者
と
共
に
歌
ひ
し
春
の
う
た
笑
顔
こ
ぼ
る
る
プ
ラ
ム
の
里
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
千
穂
子（
新
田
）

　

細
や
か
な
喜
び
と
言
は
む
狭
庭
辺
に
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
の
花
は
咲
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
井
い
ち
江（
町
三
）

　

早
春
に
昔
飾
り
し
板
雛

び
い
な

姉
と
二
人
の
遠
き
思
い
出　

小
松
せ
つ
子
（
北
割
）

　

ア
ル
プ
ス
の
柱
と
な
り
て
滝
凍
る　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
達
（
北
割
）

　

誰
一
人
知
る
人
も
な
き
暮
の
街　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
切
藤
彦（
北
割
）

　

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
は
伊
那
の
早
き
春　
　
　
　
　
　

春
日　

好
章
（
北
割
）

　

髪
飾
り
菜
の
花
に
か
え
フ
ラ
ダ
ン
ス　
　
　
　
　
　

田
中　

晃
子
（
町
一
）

　

作
付
け
を
検
討
し
て
い
る
春
炬
燵　
　
　
　
　
　
　

浦
野　

和
子
（
南
割
）

　

暖
か
に
慣
れ
し
体
や
忘
れ
霜　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
場　

隆
子（
町
三
）

　

宮
田
村
公
民
館
で
は
、
本
年
度
も

様
々
な
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
、
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
仲

間
と
集
い
、
学
び
合
い
、
村
の
元
気

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
様
々
な

活
動
の
ご
案
内
は
情
報
紙
「
こ
ま
う

す
ゆ
き
そ
う
」
や
公
民
館
だ
よ
り
な

ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

  

ス
ポ
ー
ツ
関
係

◇
村
駅
伝
大
会
…
５
月
21
日

・
屋
内
体
育
館
を
起
点
に
し
た
周
回

式
の
駅
伝
大
会
。
１
・
５
㌔(

小
学
生

の
部) 

と
、３
㌔(

中
学
生
・
一
般
の
部)

の
２
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
す
。

◇
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
６
月
５
日

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の

の
４
種
目
で
分
館
対
抗
戦
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

◇
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
９
月
11
日

・
野
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
３
種
目
で
分
館
対

抗
戦
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◇
村
民
運
動
会
…
10
月
16
日

・
隔
年
開
催
で
、
前
回
（
平
成
21
年
）

は
中
止
で
し
た
の
で
、
４
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。
雨
天
な
ら
中
止
で
す
。

◇
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
…
10
月
30
日

・
駒
ヶ
根
ア
ル
プ
ス
グ
リ
ー
ン
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス

教
室
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
交
流
会
、
女

性
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
、
ス
キ
ー
教
室

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

   

文
化
系
関
係

◇
文
化
祭
…
11
月
５
日
・
６
日
、

村
民
の
文
化
と
芸
術
の
祭
典
と
し
て
、

▲昨年度の村駅伝の様子から

▲修了証書を受け取る受講生

体
育
セ
ン
タ
ー
と
村
民
会
館
で
実
施

し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
太
鼓
教
室
、
デ
ジ

カ
メ
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
健
康

教
室
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
ふ
る
さ

と
発
見
講
座
、
し
め
縄
づ
く
り
講
座
、

梅
の
剪
定
講
座
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
学
級
、
婦
人
学
級
、

宮
田
学
級
、
宮
田
大
学
、
宮
田
大
学
院
、

お
や
じ
道
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

  「
人
権
」
に
つ
い
て
学
ぶ

           

分
館
長
・
主
事
会

問住民課 環境係  ☎８５－５８６１

▲人権についてのワークショップ

　

３
月
24
日
、
村
民
会
館
に
て
第
２

回
分
館
長
・
主
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
宮
田
小
学
校
の
塩
澤
誠
校
長

先
生
を
講
師
に
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
日
々
の
生
活
に
大
切
な

「
人
権
」
に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
23
年
度
の
本
館
・
分

館
の
活
動
計
画
、
敬
老
会
、
運
動
会

等
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　使われなくなったテレビには、再利用できる資源がたくさん含まれていますので、家電リサイ

クル法により適正に処理しましょう。不法投棄を発見したら役場住民課環境係、上伊那地方事務

所環境課または県の不法投棄ホットラインまでご連絡ください。

　●      不法投棄ホットライン 　☎０１２０－５３０－３８６      ●

平
成
23
年
度

元
気
に
集
う
公
民
館
活
動

ふれあい広場、どんぐり公園の
　遊具改修・新設工事が完了しました
　平成 21 年度、22 年度に公園の遊具を安全に利用していただける

よう、国の補助事業で行った総合公園ふれあい広場のジャンボ滑り台

と複合遊具の改修工事、劣化した遊具を撤去し新しい遊具を設置する

工事、また、どんぐり公園に新たな遊具を設置する工事が３月末に完

了しました。

　今後とも安全な利用をお願いします。

問教育委員会 生涯学習係  ☎８５－２３１４どんぐり公園に新設された複合遊具と鉄棒
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御
柱
祭
に
思
う

　

昨
年
、
平
成
22
年
に
北
割
区
元
宮

神
社
の
御
柱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
年
に
一
度
の
祭
り
を
通
し
て
、
多

く
の
事
を
学
び
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

心
を
感
じ
て
、
感
謝
と
感
動
の
祭
典

で
し
た
。

　

山
の
神
よ
り
戴
い
た
２
本
の
大
木

が
、
御
神
木
と
成
る
ま
で
の
間
に
は
、

幾
つ
も
の
神
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
度

に
感
慨
深
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

世
の
中
、
知
ら
な
い
こ
と
、
一
人

で
は
出
来
な
い
こ
と
等
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
皆
で
話
し
合
い
、
智
恵

を
出
し
合
う
こ
と
で
、
地
域
の
力
、

活
力
を
感
じ
た
祭
典
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
７
年
間
、
御
柱
が
地
域
の
安

全
と
幸
せ
を
願
い
続
け
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

元
宮
神
社
が
合
祀
以
来
１
０
０
年

余
り
経
過
し
た
今
日
、
地
域
の
神
社

を
守
り
、
祭
事
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
、
今
の
私
達
に
与
え
ら
れ
た

使
命
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

元
宮
神
社
の
境
内
が
、
み
ん
な
の
寄

り
所
と
し
て
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
す
。

（
次
回
＝
加
藤
千
代
子
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（356）　

　
　
　

  

唐
木  

登
（
北
割
）

☆
募
集
し
て
い
ま
す

　

公
民
館
で
は
、
子
育
て
学
級
・
婦

人
学
級
・
宮
田
学
級
・
宮
田
大
学
・

宮
田
大
学
院
・
お
や
じ
道
場
の
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

・
締
切　

４
月
20
日
（
水
）

・
申
し
込
み
は
公
民
館
へ

　
　
　
　
　
　

電
話
85 -

２
３
１
４

☆
本
館
事
業

・
子
育
て
学
級
開
講
式

　
　

４
月
25
日
（
月
）
10
時
～

・
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　

５
月
２
日
（
月
）
19
時
～

・
村
駅
伝
大
会

　
　

５
月
21
日
（
土
）
８
時
30
分
～

☆
分
館
事
業

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会　

　

町
２　

４
月
24
日
（
日
）
９
時
～

　

町
３　

５
月
８
日
（
日
）
８
時
～

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

つ
つ
じ
が
丘 

５
月
８
日
（
日
）
９
時

・
敬
老
会　

　

新
田　

４
月
24
日
（
日
）
11
時
～

　

南
割　

４
月
24
日
（
日
）
12
時
～

　

北
割　

４
月
29
日
（
金
）
13
時
～

☆
23
年
度
の
主
な
行
事

・
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

６
月
５
日
（
日
）

・
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
大
会 

6
月
26
日
（
日
）

・
成
人
式　
　
　
　

 

８
月
15
日
（
月
）

・
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

９
月
11
日
（
日
）

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会 

９
月
25
日
（
日
）

・
村
民
運
動
会　
　

 

10
月
16
日
（
日
）

・
村
民
ゴ
ル
フ
大
会　

10
月
30
日
（
日
）

・
文
化
祭 

11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

各
学
級
で
は
、
年
間
計
画
に
基
づ
き
、

月
ご
と
に
特
色
あ
る
活
動
が
展
開
さ

れ
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
、
楽

し
く
学
び
合
い
ま
し
た
。

▲宮田大学院卒業生を囲んで

　

昨
年
の
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
公

民
館
の
各
学
級
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の

３
月
に
閉
講
式
・
修
了
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

・
子
育
て
学
級　

３
月
４
日

　

・
宮
田
学
級　
　

３
月
17
日

　

・
婦
人
学
級　
　

３
月
24
日

　

・
宮
田
大
学　
　

３
月
25
日

　

・
宮
田
大
学
院　

３
月
28
日

　

３
月
21
日
、
宮
田
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
今
年
で

６
回
目
で
、
日
頃
の
部
活
動
の
成
果

の
発
表
と
同
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の

合
同
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
部
員
は
25
人
。
第
１
部
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
美
中
の

美
」「
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
行
進
曲
」「
リ

ク
デ
ィ
ム
」
等
、
第
２
部
は
ポ
ッ
プ

ス
で
「
気
ま
ぐ
れ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」

「
矢
島
美
容
室
」「
珍
獣
ハ
ン
タ
ー
イ

モ
ト
の
テ
ー
マ
」
等
、
第
３
部
は
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
合
同
で
総
勢
44
人
に

よ
る
「
宇
宙
船
艦
ヤ
マ
ト
」「
あ
の
日

聞
い
た
歌
」
等
、
迫
力
あ
る
素
晴
ら

し
い
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

「
い
っ
し
ょ
に

          

読
も
う
か
」

  
公
民
館
の
生
涯
学
習

充
実
の
中
で
閉
講
式
・
修
了
式

　

２
月
20
日
、
新
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

愛
好
者
が
増
え
て
き
た
「
ふ
わ
っ
と

テ
ニ
ス
」
の
大
会
が
、
体
育
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
村
内
の
愛
好
者
35
人
が
参
加
。
８

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
３
コ
ー
ト
で
１

チ
ー
ム
５
試
合
の
変
則
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、
入
賞
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
う
か
ら
は
ら
か
ら(

阿あ

が

わ川
佐さ

わ

こ

和
子)

○
末ま

つ
え
い裔　

　
　
　
　

(

絲い
と
や
ま山　

秋あ

き

こ子)

○
ハ
ニ
ー
ズ
と
八
つ
の
秘ひ

め
ご
と

　
　
　

 　
　
　
　

  (

井い
の
う
え上　

荒あ

れ

の野)

○
や
わ
ら
か
な
レ
タ
ス(

江え

く

に國
香か

お

り織)

○
カ
ル
テ
ッ
ト 

４  (

大お
お
さ
わ沢　

在あ
り
ま
さ昌)

○
人ひ

と
じ
ち質

の
朗ろ

う
ど
く
か
い

読
会   (

小お

が

わ川　

洋よ

う

こ子)

○
ポ
リ
テ
ィ
コ
ン

　
　
　

上
・
下
巻　

(

桐き

り

の野　

夏な

つ

お生)

○
徹て

つ

こ子
ザ
・
ベ
ス
ト (

黒く
ろ
や
な
ぎ

柳　

徹て

つ

こ子)

○
華か

れ

い麗
な
る
欺

あ
ざ
む

き   (

新し
ん
ど
う堂　

冬ふ

ゆ

き樹)

○
ぼ
く
か
ら
遠と

お

く
離は

な

れ
て(

辻つ
じ

仁ひ
と
な
り成)

○
本ほ

ん
じ
つ日

は
大た

い
あ
ん安

な
り(

辻つ
じ
む
ら村　

深み

づ

き月)

○
花は

な
も
も
み
も
も

桃
実
桃　
　
　

(

中な
か
じ
ま島　

京き
ょ
う
こ子)

○
淡た

ん
せ
つ
き

雪
記　
　
　
　
　

(

馳は
せ　

星
せ
い
し
ゅ
う周)

○
恋こ

い

し
ぐ
れ　
　
　

  (

葉は

む

ろ室　

麟り
ん)

○
麒き

り

ん麟
の
翼

つ
ば
さ　

　
　

(

東ひ
が
し
の野　

圭け

い

ご吾)

○
ば
ん
ば
憑つ

き　
　

(

宮み

や

べ部
み
ゆ
き)

○
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
の
星ほ

し  

 　
　
　
　
　
　
　

  (

米よ

ね

だ田
夕ゆ

か

り

歌
里)

●
児
童
書

○
は
る
が
き
た

○
は
る
ね
こ

○
竜り

ゅ
うの

座ざ

た

く卓

○
ぐ
り
ぐ
り
く
ん

○
木き

い
ち
ご
の
王お

う

さ
ま

○
塔と

う

の
上う

え

の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル

○
朝あ

さ

ひ日
ジ
ュ
ニ
ア
学

が
く
し
ゅ
う
ね
ん
か
ん

習
年
鑑 2

0
1
1

○
楽た

の

し
く
遊あ

そ

ぶ
学ま

な

ぶ
ふ
し
ぎ
の
図ず

か

ん鑑

○
ポ
ケ
ッ
ト
の
な
か
で
…　
　
　

他

 

四
月
の
本
棚

「
み
て
よ 

ぴ
か
ぴ
か
ラ
ン
ド
セ
ル
」

　
　
　
　
　

  

あ
ま
ん 

き
み
こ
／
文

　
　
　
　
　
　
　

西
巻　

茅
子
／
絵

　

き
つ
ね
の
こ
、
う
さ
ぎ
の
こ
、
ね

ず
み
の
こ
。
み
ん
な
、
か
こ
ち
ゃ
ん

の
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が
う
ら
や

ま
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。「
せ
お
っ

て
み
た
い
な
ぁ
」。
あ
ら
ら
、
か
ら

だ
が
小
さ
す
ぎ
て
せ
お
え
な
か
っ
た

ね
ず
み
の
こ
は
大
泣
き
で
す
。
そ
こ

で
３
人
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
は
み
ん

な
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
手
作
り
す
る
こ

と
に
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
、
胸
が
あ
た
た
か
く
な
り

ま
す
。 

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
4
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

23
日(

土)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
5
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

11
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

▲３本のおはなしを観賞しました

▲日頃の成果を発表しました

宮
田
大
学
院
で
は
、
長
い
間
、
熱
心

に
生
涯
学
習
を
学
び
、
今
年
限
り
で

す
べ
て
を
修
了
し
て
大
学
院
を
卒
業

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

  

春
休
み
イ
ベ
ン
ト

　

3
月
30
日
、
村
民
会
館
視
聴
覚
室

で
「
ビ
デ
オ
上
映
会
」
が
開
か
れ
午

前
と
午
後
、
あ
わ
せ
て
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
内
容
は
「
か

ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」
「
ど
ろ
ぼ
う

が
っ
こ
う
」
「
空
気
が
な
く
な
る
日
」

の
３
本
で
、
会
場
で
は
微
笑
ま
し
い

シ
ー
ン
に
な
る
と
声
を
あ
げ
て
笑
っ

た
り
、
神
妙
な
場
面
で
は
何
か
を
感

☎ 85-2314

宮田村図書館 

（村民会館内）

じ
と
る
様
子
だ
っ
た
り
と
、
大
画
面

を
通
し
て
な
ご
や
か
な
時
間
を
共
有

し
ま
し
た
。

　

図
書
館
休
館
日

   

4
／ 

18 

( 月 )
・ 

25 

( 月 ) 

・ 

30 

( 土 ) 

   

5
／ 

2  

( 月 ) 

・ 

6  

( 金 ) 

・ 

9 

( 月 ) 

          

16 

( 月 )
・ 

23 

( 月 ) 

・ 

30 

( 月 )

▲「まかせたよ」、「まかせとけ！」

  

公
民
館
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
大
会

◇
優　

勝　

ヤ
ン
グ
マ
ン

◇
準
優
勝　

チ
ー
ム
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｏ

◇
第
３
位　

Ｋ
Ｈ
Ａ
Ｍ

  

第
６
回
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

          

宮
田
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　

※
図
書
館
は
祝
日
開
館
し
て
い

　
　

ま
す
。
祝
日
の
翌
日
が
振
替

　
　
休
館
と
な
り
ま
す
。

 宮田学級　                 子育て学級

 宮田大学　　　　　　  婦人学級
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今も多くの水路が残
る河原町

　

西
山
か
ら
流
れ
る
寺
沢
川
を
源
流
に
、
天
竜
川
ま

で
の
４
・
５
㌔
を
流
れ
る
小
田
切
川
。

　

商
店
街
と
し
て
賑
わ
う
河
原
町
も
、
現
在
の
よ
う

に
護
岸
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
江
戸
時
代
は
、
そ

の
名
の
と
お
り
原
野
が
広
が
る
河
原
で
し
た
。
当
時

農
業
用
に
使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
流
れ
る
水
で
は
な

く
、
そ
の
河
原
に
茂
る
草
。
刈
り
取
っ
て
田
畑
の
肥

料
に
し
て
い
ま
し
た
。
「
木
川
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
こ
の
川
の
水
は
、
上
流
で
切
り
出
し
た
木
を
流
し

て
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
、
そ
の
木
は
河
原
町
付
近
に

あ
っ
た
「
木き

あ

げ

ば

揚
場
」
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
多
く
は
、
北
に
控
え
た
宮
田
宿
に
並
ぶ
家
々
の

屋
根
板
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
水
は
工
業
用
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
農
業
用
に
使
わ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
豊
富
な
水
を
利
用
し
た
大
き
な
製
糸
工

場
が
、
こ
の
河
原
町
に
い
く
つ
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
業
立
村
、
宮
田
村
の
礎
を
築
い
た
小
田
切
川
。

堤
に
は
今
年
も
桜
が
咲
き
、
そ
の
風
景
は
行
き
交
う

人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
―
。

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

 
小
田
切
川 

と 

河
原
町     

　 

（
町
３
区
）

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
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編
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こまゆき荘感謝祭

午前11時~午後２時
今年も友好都市 田原市の海産物などの物産
野ひばりの会や地元企業などが出店します！

問産業課農政係 ☎ 85-5864

４月 29 日 ㊗ 
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